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肺 結 核 症 に お け る 電 解 質 代 謝 の 研 究

第2報 肺結核症の混合唾液ならびに血清中Na.K

濃度に及ぼす自律神経毒の影響について

須 貝 新
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東 京 都 立 府 中 病 院一院長 岡西順二郎博士

受付 昭和説年4月15日

1緒 論

著 者はすでに第1報1)に おいて述べ た如 く,協 同研究

者 とともに負荷試験 に重 点を置 きつつ,肺 結 核症 におい

て如何な る負荷の種類 が その病勢の判定お よび予後の決

定 を可能 な らしむ るか とい う研究 を担当 して実験 を開始

した。すなわ ちこれ らの研究 の基礎は,肺 結核症 の病勢

を現症(Status praesens)に よつて見 よ うとす る 立場

に対 して,こ れになん らかを負 荷 した ときに起 る生体反

応 の態 度 よ り見 ようとす る立 場に立っては じめ られた も

ので ある。 これ らの2つ の立 場について,も し前 者の立

場 を ひとまずintencity factorの 決定 とす るな らば,

後 者は この生体 があ る一 定の負 荷に対 して保 有 してい る

ところのcapacity factorの 決 定で あると考 えて しか る

べ きで あると言い うるか も知れない。

すでに第1報 に も述 べ た如 く,元 来肺結核症 その もの

は複雑な全身病 として病勢は常に 一進一退 を示す もので

あるに もかかわ らず,現 在の病勢判定 はX線 写真判読,

赤沈,喀 湊検査,発 熱,そ の他 さ らに種 々な る自覚的,

あるいは他覚的 な症状に よって総合的に判定が なされて

い るのであって,例 えこれ らの方法は現在においては ま

す ます進歩改良 され,就 中これ らを長 き経過に従つて観

察 しつつその変化の方向 を定 めん とす る方向に進みつつ

あるとはい え,大 体 において現症 を対象 としてい る もの

が多い状態,す なわ ち前述のいわゆ るintencity factOr

の決定のみ強調 されす ぎてい る結果 で あると も言い うる

ので あるが,果 して これのみで病勢 あるいは予後の決定

とい う大 きな問題が解 決 し うるや否やについては未だ充

分 に検討 し尽 された とはい えない よ うで ある。

われわれ協同研究 者等がすでに しば しば述べた よ うに

一般 の疾 病の診断においては,常 に非 常に多 くの負荷試

験法が採 用 されてい ることはい うまで もない の で あ る

が,し か し肺結核症 に関す る限 りなん らか を負荷す るこ

とによって起 る生体反応 を観察 しよ うとす るこの試みは

未 だ極 めて多種類 にわたつて行 われ てい るとはい えず,

だた軽快患者 におけ る歩行 または作業負荷 に よる疲 労度

の判定25が あげ られてい る程度 であ る。

われわれの協 同研究者 は,こ れ もすで に第1報 緒論 に

おいて も述べ たよ うに,例 えば蒲生4)は これ らの意味 に

おいて肺結核症 における含水 炭素試験食負荷後 の血糖 と

血清 カルシ ウムの動揺 に関 してそれぞれの相互関係 を研

究 し,さ らに含水炭素負荷後 の血清 カル シウムの動 揺 と

無機燐酸 の動 揺 との関係 を探究 し,そ の後 島田,西 川,

宇多川5)ら はこの蒲生の実験の追試 を行 うと同時 に肺結

核症 におけ る含水炭素負荷後 の血 中 カルシ ウム値 の変動

と病勢 との相関関係 を研究 した。 さ らに美野6)7)8)は 肺

結核症 にAdrenalin,ACTH,Cortisone等 を負荷 した

後 の血糖,赤 血球数,白 血球総数,好 酸球数の消長 を観

察 し,軽 症好転群で は目律神経系の過敏 を思 わせ るに反

し,重 症悪化群で はその減衰 あ るい は失調 の 状 態 を 示

し,か つ下垂体副腎皮質系機能 の減衰 を愚 わせ る結果 を

見てい る。 またわれわれの研究 とと きを同 じ うして これ

に類似の報告9)～12)が 諸家 によつてな され てい るの も興

味 あ るこ とで ある。

これ らの研究 を総合 した結論 として,肺 結核症 におい

て は確か にその病勢 と自律神経系平衡,あ るいは副腎皮

質機能 との間 になん らかの関係が ある らしく見 えてい る

ので あるが,し か し一方未だ病勢 を明確 に把握 しかっ予

見す るに足 る最適 のあ るい はまた,さ らに確定的 の試験

法が発見 されてい ない とい う現状 を認 めざるをえない。

上 に述べ た ところの協同研究 の一貫 した主 旨に基い て

著者 もその研究 を進 めつつあつた ところ,す で に第1報

におい て も述べ たよ うに,著 者 は宮本,阿 南,松 村,大

崎 らの協 同研究者 とともに健常人 に お け る混合唾液 中

Na,K濃 度が血清 中Na,K濃 度 と全 く様相 を異 に して

お り,か つ血清 中Na,K濃 度は 日中変動 においてそれ

ほ ど顕著 な変動 を示 さないに もかか わ らず混合唾液 中の

Na,K濃 度 日中変動においてはNa濃 度は昼 間減少を示

し,K濃 度 は昼間増加 を示 して特徴的 な鏡像 をなす こと

を知 り,さ らに 自律神経毒注射 後お よび脳下垂 体副 腎皮
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質 系月ホルモ ン注射後 の変化 もまた血清 中では少 ないに も

かかわ らず混合唾液 中では極めて増幅 された著 しい変動

を示す ことを確認 したので,著 者は これ らの事 実 を応用

し従 来肺結 核症 の研究 においてはあま り関心を持 たれな

かっ た混合唾液 中Na,K濃 度 の変動,こ とに交感神経

毒お よび脳下垂体副腎皮質系 ホル モ ン等の負荷後 の変動

が本症病勢判定 になん らか の手がか りとな りうるので は

ないか との研究前提 を立 てて実験 を開始 し,そ れが病勢

に如何 な る相関 を示すか を見 よ うとした。 しか して これ

らの研究 の基礎実験 としての第1報 におい て著者 はまず

混合唾液 中Na,K濃 度 の昼 間変動 よ りして肺結核症患

者 は健常人 よ りも交感神経緊張状態 に傾 いてお り,ま た

類症別 には軽症,中 等症,重 症 の順 に この傾 向が緩和 さ

れ るよ うであ り,さ らに これ らの結果 はまた患者 の作 業

量 と疲労 とに関 係が あ るらし く思 われ ると報告 した。す

なわ ちこれ らの実験 はすべ てなん ら一定 の負荷 を与 えな

い前 の ものであつたのであ るが,こ の場 合において さえ

か くの如 く類症別 に若干差異 のあ る結果が えられた とい

うことは,恐 ら く昼 間の生活 その ものが患 者の安静 度に

対 す る作業負荷 として これに よつて影響 したのではない

か と考 え られ るに至 つた。

そ こで著者 はこれ らの事実 を さらに明確 に把握 す るた

めに,厳 密 に条件 を決定 した上で なん らか の 負 荷 を 行

い,こ れ らの一定量の負荷後 におけ るおのおのの生体反

応 による変動 を追究す る必要 を痛感 し,以 上 の 見 地 か

ら今報 において は肺結核症憩 者 の自律神経 系機能 に重 点

を置 きつつ,厳 密 に条件 を決定 し た上で,Adrenalin,

Pilocarpin,Atropin等 の 自律神 経毒の一 定量 を類症別

に分 けた肺結核症患者 および対照 としての健常人 に それ

ぞれ負荷 し,そ の負荷後 にお け る混合唾液 中および血清

中のNa,K濃 度の変動 を時 間を追 って追究 して,こ れ

が健常人お よび肺結核症間 に差異が あ るか,ま た肺結核

症の類 症別間に差 異が あるか を検討 しよ うとした。 ここ

にい ささか知見 をえたので報告す る次第で あ る。

II実 験 対 象

本実験 は昭和29年10月 初旬 よ り昭和30年12月 下旬 まで

の問に実験 した ものであ り,特 に季 節に よる偏 りにはで

きうる限 り注意 し,各 実験 は季 節についてほぼ均 等に分

布 せ しめた。被験者 としては東京都立府 中病院入院 中の

成入男女肺結 核症 患者諸氏,な らびに対照 として同院勤

務 の健康な る同僚諸氏の協 力 をえた。 内訳 は健康人45

名,肺 結核症患者118名 を対象 とした。病型分類 は米 国

の分類 に従つ た。

III実 験 方 法

第1報 の場合 と同様 に実験試料 としては健 康入 および

肺結 核症 患者の血清 お よび自然流 出混合唾液 を次の要項

に従つて用い た。

(1)血 清の採取:乾 熱減菌注射器 を もつて肘正 中静脈

よ り5.0ccあ て採血 を行い,厳 重 に溶血 を警戒 しつ つ直

ちに血清 を分離 して採取 した。

(2)無 刺戟 による所謂 自然流 出混合唾液 の採取:採 取

前に水道水にて良 く含漱 させ,さ らに蒸溜水 にて含漱 さ

せ た後,自 然 に分泌 され る唾液 の始 めの部分 を捨て て,爾

後約5分 間 内に自然 に分泌 され るところの,す なわちな

ん ら刺戟的 な前処置 を加 えるこ となしに自然 に流 出す る

所謂 自然流出混合唾液 を清浄 なる試験管 内に採取 した。

す なわ ち第1報 において詳述 したよ うに所謂 自然流 出混

合唾液 とは唾液採取時 に特別 な前処置,例 えばParaffin

 chewing,酸 性刺 戟ない しはPilocarpin注 射等 を行 わ

ず 自然 に流出す る唾液 と規定 し,こ れを上述 の所謂刺戟

唾液 と厳重 に区別 した。か くの如 き方法で採取 した混合

唾液 は3,000回 転15分 間遠沈後 の上清 を使用 した。

(3)試 料採取 の回数:上 に述べ た方法で まず早朝空 腹

時(午 前7時)に 第1回 目,す なわ ち負荷注射前 の血清

および所謂 自然 流出混合唾液 の両試料 を採取 し,そ の後

直 ちに自律神経毒 を注射 し,注 射後15分,30分,60分,

120分,240分 において同様 に両試料 を採取 した。 もち

ろん これ らの採取 時 間内は食事 の影響 を考慮 に入 れて絶

食 せ しめた。か くして採取 した血,唾 両試 料は それぞれ

蒸溜水 にて50倍 に稀釈 しそれぞれについて焔光光 度計 を

用 いNa,K濃 度 を定量 した。

(4)焔 光定量について:Na,K濃 度 測 定のための検 量

線設定 お よび焔光定量 の測 定手技 は著 者が宮本,阿 南,

松村,大 崎 らの協 同研究者 とと もに発表 した別報i3)お

よび第1報 を参照 されたい。

(5)負 荷 自律神経毒 について;負 荷に用いた薬剤お よ

び注射量 は0.1%Adrenalin chloride液0.3cc;あ るい

は1%Pilocarpinum hydrochloricum液0.3χ;ま た

は0.05%Atropinum sulfuricum液0.5ccで あ り,こ

れ らはすべて皮下 注射 として使用 した。

IV実 験 成 績

(1)Adrenalin注 射 の場合

実験方法 の項で述べ た如 く,ま ず午前7時 に自然流 出

混合唾液 または血清 を採取 し,そ の後直 ちに0.1%Adr-

enalin chloride液0.3ccを 皮下 注射 して後,15分,30

分,60分,120分,240分 の計6回 にわたつて自然流 出

混合唾液 あ るいは血清 を採取 して それぞれの試 料につい

て所定の方法に よ りNa,K濃 度 を測定 し,午 前7時 に

おけ る注射前測 定値 を基準 として その後 のNa,K濃 度の

変動 を増減百分率で示す と図1(混 合唾液)お よび図2

(血清)の 如 くなつ た。 なお多 くの例 におい ては この量

の注射 に よつて,自 覚的に働悸,不 安感お よび四肢 の微

細な振顫等の反応 を惹起 した。 これ らの成績 についての



1956年8月 485

図1(混 合唾液)注 射前値を基準とした増減百分率

図2(血 清)注 射前値を基準とした増減百分率

検討は考案 の項 に譲 る。(以 下同様)

(2)Pilocarpin注 射 の場合

1%Piめcarpinum hydrochloricum液0.3ccを 皮

下注射 して前述 のAdrenalinの 場合 と同様に その消長

を追究 す ると図3(混 合唾液)お よび図4(血 清)の 如 く

なつた。 この場合 に もこの程 度の注射量 で自覚的 に心悸

亢進,顔 面の灼熱感等 を訴 え,他 覚的 には流灘,流 汗等

を認 めた ものがほ とん どすべてで あつ たが,し か し多 く

は30分 ほ どして これ らの症状 は消退 した。

(3)Atropin注 射の場合

0.05%Atropinum sulfricum液0.5ccを 皮下注射 して

前二 者 と同様 にその消長 を追究 す ると 図5(混 合唾液)

お よび図6(血 清)の 如 くなつた。 この場合 にはAdr-

enalin,Pilocarpin等 のよ うに強い反応 を示 した者はな

く,個 体 に よ り若干 の 口内乾燥感 を覚 えた者があつた程

度で,他 に見 るべ き副症状 を現 わ さなかつた例が 多か っ

た。

以 上のおのおのの結果 についての詳 細な る検討 は後述

の考案 の項 で述べ る。

V総 括ならびに考案

すでに第1報 および本報 の緒論 において述べ た ところ

の研究前提 に基い て著者 は本報 において は肺結核症 患者

の 自律神経系機能に重点 を置 きつつ,自 律神経毒,す な
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図3(混 合唾液)注 射前値を基準とした増減百分率

図4(血 清)注 射前値を基準とした増減百分率

わ ちAdrenalin,Pilocarpin,Atropin等 の一定量 を健

常人お よび類症 別に分 けた肺結 核症患者 のおのおのに負

荷 し,負 荷後にお ける混合 唾液 お よび血清 中Na,K濃

度の変動 を時間 を追つて追究 したので あるが,こ れ らの

注射後 にお けるNa,K濃 度 の変動については,先 きに

も述べ たよ うに血清 中に見 られ る変化は それほ ど顕著 な

る変化 を示 さなかつ たのに対比 して唾液に見 られ る変化

が極めて顕 著であつた点でまず特徴 づけ られた。 これは
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図5(混 合唾液)注 射前値を基準とした増減百分率

図6(血 清)注 射前値を基準とした増減百分率

血 清が 各種 の変化 に対 して極 めて大 なる緩衝作用 を有す

るために興味 ある変化 も小 さ く現 われ るので あると解 釈

されたが,こ れに反 して混合唾液 にてはその影 響が その

まま,あ るいは さらに増幅 して現 われ るためであ るよ う

に考 えられた。 しか し実験の順序 としては混 合 唾 液 中

Na,K濃 度 と血清 中Na,K濃 度 との間の関係の有無 も

一応は見てお く必要 もあ ると思 われたので
,上 述 の如 く

あ らか じめ血清 中の変動の少ない ことは予想 は されては

い たが参考 として同様の実験 を行つた。かか る見地 か ら

血清内の変化 については後 に記載す るに止 め,ま ずおの

おのの負荷後 の混合唾液 中Na,K濃 度の変動 を類症別

に検討 した。

(1)Adrenalin負 荷注射後 の混合唾液 中Na,K濃 度

の変動について

健常人 の唾液 に対す るAdrenalinの 作用については

著 者はすでに協 同研究 者 とと もに発表 したのであ るが,

今 回の実験 において もその結果 は前報14)の それ と全 く

同様 であつた。すなわ ちNaに つい て見 れば,健 常人で

は注射後初期 に増加 の山(以 下Aの 山 と称す)が あ り,

この山はその後注射後30分 よ り60分の間に ほとん ど注射

前値か あ るいはそれよ りやや下廻 る程度に下降 し(以 下

Bの 谷 と称す)た が,そ の後再 び反転 して極めて僅かな

が ら増加に転 じ注射後240分 附近 において初めて注射前

値に比 して判別 しうる程度の増加 を示 す ものが多か つた

(Cの 山 と称 す)。 これに対 して軽症 の場合 には群 とし

て見れば分散 が多いのであつたが,確 か に健常群 に比 し
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図7

Adrenalin

てAの 山が高 く,第2期 の谷(Bの 谷)が 深 くな るとい

え るよ うで あつ た。 しか るに中等症においては健常群お

よび軽症群 と様相 を異 にしてお り,注 射後初期 に一旦谷

が現 われ(以 下0の 谷 と称 す)す なわ ち負相が現 われて

後 に陽 相に転 じて山が 出現 し反転 して再 び負相 に もどる

とい うよ うな行程 を示 した,,こ の 中等症 に見 られた最初

の谷,す なわ ち0の 谷についての解 釈の著者の見解は,

この谷 は恐 らく健常群,軽 症群で も存在す る もので ある

か もしれないが,し か しそれは注射後15分 よ り早期 にす

でに出現 して了つてい るので,た めに今 回の測定時 の経

過 においては認識 で きなか つた もの と解釈 され,同 時 に

中等症 においては この0の 谷 が健常群 お よび軽症群 よ り

も強 くかつ永 く出現 す るため15分 の測 定時 において も認

め られ る もの と解 釈 され,さ らに これに影響 されてその

後に現われ るAの 山が高 くな らない もの と も解 釈 さ れ

た。す なわ ち中等症においては0の 谷の後に出現 した山

が健常 な らび に軽症に見 られ たAの 山に相 当す る もの と

考 え られ,し たがつて これ に続いて現われ た負相がBの

谷 であ ると解釈 された。 これ らの解釈 によつ て重症 を見

れば,ま ずOの 谷 は中等症 と同様 に出現 したが,そ の後

に出現 したAの 山の峯が長 く続 いたためにBの 谷 の出現

もな くなつ た もの と考 え られ た。 これ らの曲線の解釈 に

よつ て健群 よ り重症 に至 るまでの様相 を一貫 して説明 し

えたので あ るが,こ れ らの消長 曲線が一見 して各段階に

一貫性 を欠 く如 き感 を与 えるのは測定が時 間的 に不連続

で あるために それぞれの群 に出現 すべ き一 々の相が とき

には見逃 され るた めと考 えるのが最 も適 当であ ると考 え

られ た。 ただAdremalin負 荷後の変動についての解 釈

は後 に述べ るよ うに,そ れが単な る交 感神 経刺 戟作用を

呈す る以外 に さらに下垂体副腎皮質系 ホノレモンの作用 を

誘導す る点 は忘 れるこ とがで きないので あつて,こ れ ら

の見地か らも今後重要 かつ慎重 な る検討 を要 す るもの と

思 われた。

以上述べ た観点か らKの 変動 を見 ると,健 常人におい

ては注射後初期 に山(Aの 山)が 見 られ,そ の後減少 し

て負相(Bの 谷)が 長 く持続 し240分 頃 に至つ て初 めて

漸 次上昇(Cの 山)し たのに対 し軽症 においてはすで に

この群 において初期 の谷(0の 谷)が 出現 して後 にAの

山が現 われてBの 谷 は極 めて浅 く痕跡 の如 くで あつて直

ちにCの 山に移 り,ま た中等症 にわいては0の 谷,Aの

山は軽症の場合 と同様で あ りなが らBの 谷 も浅 か つ た

が,こ れに反 し重症 において は0の 谷の後に遅 れて現 わ

れるAの 山が強大 に出現す るために0の 谷 もその影響 に

よつ て浅 く見 え,か つAの 山の後 に くる谷 も今 回の実験

時 間を逸 脱 した もの と解釈 された。

これ らの消長 につい ての詳細 な る意味 は基礎実験が完

成 しないため著 者は未 だ これを述べ ることを差 し控 える

もので あるが,た だ現象 的に見ればAdremalin負 荷注

射後の変動においてはNaに ついて もKに ついて も確

かに類症別に一貫 した法則性に支配 されつつ移動 して行

くことが認 め られ た。 またこの場合Naに ついて よ りも

むしろK―についての方が類症別 に見 て,よ り一貫 した系

統的 な変化が あ るものの よ うに見 られた。

(2)Pilocarpin負 荷注射後 の混 合唾 液 中Na,K濃 度

の変動 について

上述のAdrenalin負 荷後の変動は複雑多様で あ り解

釈が困難で あつ たが,し か しなが らこれはAdrenalin

注射時 の影響 とい うものが単一 な因子 によつて齎 らされ

る現象群 ではな く,2つ 以 上の系が相乗的 にあ るいは抑

制的に働 いた結果 招来 され る重畳現象 の よう に 思 わ れ

た。すなわ ち自律神経支配のみで な くAdrenalinと 密

接 な関係 を持つ他 の系 としての脳下垂体副腎皮質系 ホル

モ ン等 によ る体液支配が神経支配 の後 に出現す るためで

あ ると考 えられたが,Pilocarpin負 荷 の場合 にはAdn-
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enalin負 荷 に比 して単純 な変化が見 られ るよ うで あつ

た。

す なわち建常人 についての今 回の結果 は著者がすでに

協同研究者 とと もに発表 した結果 と全 く同様で あつて極

図8

Pllocarpin

めて著 明なNaの 初期増加(Aの 山)が 現 われた後 に初

めは急峻 に後 に徐 々に注射後60分 附近で注射前値 に もど

りさらに進 んで負相(Bの 谷)に 入 るよ うに見 えた。 し

か るに同量 のPilocarpinを 軽症群 に注射 し た 場 合 に

は,も ちろん時間的 にはこの場合 も注射後15分 ですで に

Aの 山が 出たので はあ るが,こ の軽症群 の場合 には各測

定値が良 く収歛 しつつ この 山はまた急酸 に消失 し,そ の

後健常群 には見 られ なかつ た著明 な負相が見 られて注射

後120分 値ですで に注射前値に対 して平均45%の 減少 さ

えが見 られ,そ の後徐 々に 回復す るよ うに思われた。 こ

れが 中等症群 になるとAの 山が他群に比 して出現 しに く

くな り,低 くかつ広 くて図形上他群に比 して特異 なる形

を示 し,か つ一旦負相に下降 した ものが注射 後120分 で

急激 に反転 して増加 に回復す ることに特徴 が あるように

思 われ て,あ たか も2つ の現象,す なわ ち初期の増加の

山 と注射後120分 頃 に出現す る急激な る上昇の現 象 とが

重畳 してい る如 き像 を示唆 した。 さ らに また重症 群では

Aの 山が健常群 よ り高 くかつ広 く,ま た一旦負相に入つ

た後 の上昇転向が程度 としては左程強い とはい えないに

して も,し か し時間的には極 めて速かに現われ る点で特

徴づ け られ た。

またKの 変動 は健常群,軽 症 群,中 等症 群,重 症 群を

問 わず,各 群 と もに一旦負相(0の 谷)が 出現 した後,

これが反転 して回復す る傾向が認 め られて,類 症 別間に

は特別 な差異が認 め られなかつたが病症 が重症 に向 うに

従つて各相が漸次速かに現われて くるように見 えたが,

これ らPilocarpin負 荷後 の変動 においてはKよ りNa

の変動 の方が系統的 な変化が あるよ うに思われた。 こと

に中等症 には軽症 あるい は重症のいずれかの範疇に入つ

て しか るべ きものが混入 して重畳 してい る もの と も考 え

られ るので,一 応 この 中等症 群 を除外 して健,軽,重 の

順 として見 なおす と さらにNaの 変動に一貫 した系統 的

な特徴が あるよ うに思われた。

(3)Atnopin負 荷注射後 の混合唾液 中Na,K濃 度の

変動について

これ らの見地か らさらにAtnopim負 荷後 の変動 を見

ると,健 常人 においては前述 のPilocarpinの 場合 と逆

に,Naは 減少 しKは 増加 してはなはだ典型的 な鏡像 を

示 した こともす でに協同研究者 とともに発表 した通 りで

あ るが,Naに つい て見 れば健常群 と軽症群 とで は傾向

的 には同様 であつた とはい え,軽 症群 におい ては健常群

に見 られなか つた ところの谷 の前 の1つ の山(Aの 山)

が 出現 していた。 これは恐 らく健常人で も注射後15分 よ

り以前 に この山が あ るもの と考 え られ る もので ある。 ま

た中等症 および重症 におい て も軽症 と同様 の傾向 を示 し

ていた。 これに対 してKに つい て見れ ば,も し中等症 を

除 いて見 れば健常,軽 症,重 症 の順序 に注射後初期 に出現

して くる上昇 の永続性が強 くかつ注射前値 の水準への復

帰 が遅 くな ると考 え られ た。 これ よ り見ればAtropin

負荷後 の変動 におい てはKの 方がNaの 変動 よ り類症別

に系統的 であ るよ うに思 われ た。

(4)自 律神 経毒負荷注射後 におけ る血清 中Na,K濃

度の変動 につい て

すでに実験 成績 の項 で示 した如 く,Adrenalin負 荷注

射後 の変動 は図2,Pilocarpin負 荷注射後 の変動 は図4,

Atropin負 荷注射後 の変動 は図6の 如 くなつた。か くの
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図9

Atropin

如 く負荷の種類 によつておのおの特徴の ある変動 を示 し

た とはい え,類 症別 には特 に見 るべ き顕著 なる差異は認

め られなか つた。

以 上の結果 を総合 して見 ると肺結核症 に対 して類症別

に同様の負荷 実験 を行 うと,負 荷 の種類 に よ り混合唾液

中Na,Kの 変動 はあ る負荷 ではNa濃 度の変動が類症

別に系統 的に現われ,ま た ある負荷 ではK濃 度の変動が

一貫 した系統的な変化 を示す ようで あつた。 す な わ ち

Pilocarpin負 荷注射 後においてはNa濃 度の動 きが類

症別に特徴的で あ り,こ れ と逆にAdrenalinあ るいは

Atropin負 荷注射 後の変動 においてはむ しろK濃 度の変

動が類症別 に特徴的で あつ た。 これ らのいずれの場合に

も全般的 に中等症群 を除外 して考 え,健 常群,軽 症群,

重症群 に分類 すれ ば さらに一層 よ く一貫 した系列が認 め

られ るのであつて,中 等症 とい うものは軽症お よび重症

の 中間の変化 を示 さず全 く独 自の変化 を示 してお り,こ

の ことはわれわれの協 同研究 者の一人美 野の実験 の際 に

も同様で あつたので あるが,こ れ らの生体負荷 実験 に際

して は病勢 とそれに対す る作業量 の問題が重 畳 して現 わ

れ る可能性 を考 える必要が あるので,か か る点か らは肺

結核症 の研究 にあたつ て,む しろ中等症群 を除外 して軽

症群 および重症群 の間 にかか る負荷実験 を施行す るのが

適 当であ るのではないか とも考 え られ ると同時 に,こ れ

らの負荷 実験の反応か ら考 えて従来 の類症別分類 とい う

ものがただX線 写真 判読 お よび喀痰 の排菌状態等 の点の

みか ら判定 され安静度の決定 さえな されてい るとい うこ

とが果 して生物学的に正 しいのであ るか否か等 と も疑 問

が持 たれて きた。 そこで前に も述べた よ うに 中等症 とい

うものは従来 の判定か らは観念的には存在す るか も知れ

ないが,実 際 中等症群 とい うものは あるいは軽症 群 ある

いは重症群 のいず れかの範 疇に属す る もので しか も不適

当な種々な安静 度に置か れてい る ものが種 々混入 してい

る もの とも考 えられ るので,か か る観点 よ りい えば生体

反応 によ る分類で は中等症群 とい うもの を独立 させ るこ

とは甚だ困難 な ものであ るので はないか とさえ思われ る

に至つ た。

また前か らしば しば述 べて きたよ うに,か か る自律神

経毒 の負荷が単に神経支配の もののみであ るか,あ るい

はそれ に続い て起 るなん らかの別の機序,す なわ ち体液

支配が重畳す る もので あるか とい うことについて も今後

さらに詳 しく解析せね ばな らないので あ り,言 うまで も

な くAdrenalin?負 荷の場合の如 きは1945年Long15)一

派 がAdrenalin説 を説 えて以来 しば しば証明 されてい

るとお り確か に神 経支配 の現象 の後 に下垂体副腎皮質系

の作用が大 いに関与 す ることで もあ り,著 者 および協同

研究 者の健常人 に対 す る基礎実験 よ りしてPilocarpin

あるいは 魔ropin負 荷 の場 合に もこれ らに似 たなん ら

かの機序が重畳す ることが決 してない といえ るか否 やは

今後 さ らに解析せねばな らない と考 えられた。 これ らの

解析の ために著者はすでに協 同研究 者 とと もに健常人 に

お けるACTH,Cortisone,DOCA等 の下垂 体副 腎皮質

系 ホル-モン負荷後 の混合唾液 中Na,K濃 度の変動を見

てお り,著 者 はこれ をさ らに肺結核症に応用 して類症別

に差異が あ るか否か の検討 を施行 しつつ ある。 これ らに

ついての結=果は第3報 で報告す ることとす る。

VI結 論

肺結核症 患者の自律神経系機能 に重 点を置 きつつAd-

renalinあ るいはPilocarpinま たはAtropin等 の自律

神経毒の一定量 を類症別 に分 けた肺結核症患者 および対

照 としての健常人に負 荷 し,そ の負荷後 におけ る混合唾

液 中お よび血清 中のNa,K濃 度の変動 を時 間を追 つて

追究 して健常人な らびに肺結 核症 の類症別 間に差異 があ

るか否や を検討 した。

(1)Adrenalin負 荷注射後 の混合唾液 中Na,K濃 度

の変動 は健常人,軽 症者,中 等症者,重 症者間に確 かに一
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貫 した方則性が あ ることが認 め られ たが,Naの 変動 は

複雑多様 であ り,Kの 変動 の方が比較 的に類症別 に系統

的な変化 が ある もの と思われた。 しか してAdrenalin

負荷後の これ らの変動については神経支配の現象に続い

て脳下垂体副腎皮質系 ホル モ ン等 による体液支配の影響

も考慮 に入 れて考 え るべ きであ るとして今後 の検討 の必

要 な ることを痛感 した。

(2)Pilocarpin負 荷注射後の混合唾液 中Na,K濃 度

の変動についてはAdrenalin負 荷に比 して単純 な変化

が見 られ,各 群 と もに傾 向 としてNaは 注射後 初期 に急

激 なる増加 を きたして,そ の後に減少 し,Kは 初期 に一

旦減少 して後増加 を きたした。 しか してPilocarpin負

荷後 の変動 におい てはK濃 度 よ りNa濃 度 の変動の方が

類症別 に対 して,よ り系統的 な変化があ るよ うに思われ

て,特 に中等症 を除外 す ると一貫 した系統的 な特徴が あ

るように思 われた。

(3)Atropin負 荷注射後 の混合唾液 中Na,K濃 度 の

変動についてはPilocarpinの 場合 と逆に,傾 向 として

は各群 と もにNa濃 度は減少 し,K濃 度は増加 を きた し

た。 しか してこの際に も中等症群 を除外すればNaの 変

動 よ りKの 変動 の方が類症別に対 しよ り系統 的な変化 を

示 した。

(4)自 律 神経毒負 荷注射後 におけ る血清 中Na,K濃

度の変動 については類症別 に特 に見 るべ き顕著 なる差異

は認 められなか つた。

(5)以 上の結果 を総合 して見 ると混合唾液 中Na,K

濃度 の変動 はPilocarpin負 荷注射後 におい てはNaの

変化が類症別 に特徴的 であ り,Adrenalinあ るい はAt-

ropin負 荷注射後の変動においてはむ しろKの 変化 が類

症別 に特徴的 であつた。 しか してこれ らのいずれの場合

において も全般的 に中等症群 を除外 して,健 常,軽 症,

重症 の3群 に分類 して見 れば さらによ き一貫性が認 め ら

れ た。
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謝-するO

(本論文の要旨は昭和30年11月第28回日本生化学会総

会にて発表した)
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